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性を示した。また代表的な従来法である空間相関法との比較し，CA 法では雑音下でも S/N の高い組織弾
性像が得られることを確認した。さらにその手法を実際の超音波装置に搭載し，乳癌臨床例において従来の
超音波像では不明瞭な腫瘍部が CA 法で得られた歪み像では硬い部位として明瞭に描出され本手法が腫瘍の
検出に有効なことを示した。これらの結果は本法が臨床においても，組織弾性の異なる部位を拾い上げ，病
変の良悪性の鑑別を行い得る高い可能性を有することを示すものである。
　さらに本法は今後，多くの部位での癌病変の検出・良悪性の鑑別，その他の病態解析への臨床応用（肝硬
変や線維化の検出，組織軟化の検出，動脈硬化性プラークの鑑別への応用など）が期待されると同時に，計
測法としての検査者内・検査者間の変動の解析，歪み検出のための圧迫法の自動化，より定量性の高い弾性
－806－
係数分布像の開発などの研究の発展性が望まれる。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
